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変わる学びのカタチ
～タブレット端末を活用した授業～

一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
、
市
内
の
公
立

小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り

に
専
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し

た
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
今
ま
で
以
上
に
多
様
な
授
業
を
展

開
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
久
慈
小
学
校
２
年
１
組

で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
授

業
の
様
子
を
取
材
し
ま
し
た
。

導
入
の
効
果

①
個
々
に
合
わ
せ
た
授
業
が
で
き
る

　

子
ど
も
た
ち
が
自
分
専
用
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
す
る
た
め
、
理
解

度
に
応
じ
た
教
材
の
配
信
や
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
、
学
習
状
況
に
合
わ
せ
た
き
め

細
か
い
指
導
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

②
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

子
ど
も
た
ち
が
互
い
の
考
え
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
共
有
で
き
、
多
く
の
考
え

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
活
発

な
意
見
交
換
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
先
生

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
行
え
る

の
で
、
先
生
は
、
一
人
ひ
と
り
の
反
応

を
確
認
し
な
が
ら
授
業
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

③
休
校
時
で
も
学
習
が
充
実

　

台
風
や
大
雨
、
感
染
症
な
ど
に
よ
っ

て
学
校
が
臨
時
的
に
休
校
と
な
っ
て

も
、
家
庭
で
の
学
習
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

市
の
取
組

　

市
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し

た
授
業
の
開
始
に
合
わ
せ
、
教
員
が
授

業
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
効
果
的
に
使

用
で
き
る
よ
う
に
I
C
T
支
援
員
を
配

置
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
な
学
び

の
カ
タ
チ
に
よ
る
授
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

問合せ　教育委員会指導課　内線 657

【コラム】１人１台タブレット端末導入の背景

　令和元年 12 月、文部科学省が GIGA スクール構想と
いう施策を発表しました。
　この施策は、これからを生きる子どもたちのために、
１人１台のタブレット端末などの ICT 環境を整備し、
これまでの教育実績と ICT を融合することで、子ども
たちの資質・能力の一層の向上を図り、「個別最適な学び」
と「協働的な学び」の実現を目指すものです。



2022. １.20５

　子どもたち一人ひとりが自分の気持ちや考えをタブレット端末に入力し、大型モニターに
みんなの考えを映し出しました。従来の一斉型の授業では、手を挙げた子が回答や意見を発
表していましたが、タブレット端末の活用で、すべての子どもの意見を即時に共有すること
ができ、考えを深めることができます。

　子どもたちがタブレット端末を使って「たまご」の絵を描き、その絵をスクラッチ＊というア
プリでプログラミングして動かしてみました。どういうプログラムを組めば自分の思い通りに
動くかを視覚的に確認しながら、何度も試すことができるので、これまで以上に主体的に課題
に取り組んだり、みんなと教え合うことで新たな気づきが生まれます。

＊�スクラッチとは…プログラムでキャラクターを動かすアプリです。
　何をしたらどうなるというプログラミング的思考（考える力）を養うことができます。

　ICT支援員は授業中のサポートを行
うほか、先生たち向けに研修を行い、
タブレット端末を授業にどのように活
かせるか提案を行います。
　子どもたちには、コンピュータは便
利な反面、使い方を間違えると危険も
伴うということを、きちんと伝えるよ

うにしたいと思って
います。

ICT 支援員
中川　奈美希さん

　児童一人ひとりの学習スピードに差がある中で、タブレット端末を活用することにより、それぞれのレベル
に応じて、豊富なコンテンツの中から選択して学習させることができるので、これまでより
きめ細やかな指導が可能になったと感じています。子どもたちには、今後の ICTの進化など
に応じて、新しいことにどんどん挑戦して欲しいです。そのためにも、まずはタブレット端
末を楽しく使いながら、社会の変化に適応する力や友達同士で教え合う力などを身に付けら
れるような授業にしていきたいです。 ２年１組　担任　古里　敦子さん

みんながどう思ったか
一目瞭然！

道徳

図工

授業の様子

　スクラッチの授業で、キャラクターを
動かしたり、色や背景を変えたりするの
が楽しいです。友達に聞くことで発見も

あるし、友達に説明し
てすごいと言われると
嬉しいです。

久慈小学校 ２年１組
辻　統也さん

積極的に取り組んでいます！

大型モニターで表示

自分の考えを入力

スクラッチで絵を動かす

楽しみながら学べる


